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西浦放射歳技師会

《すこやか酉湘フェスティバル準備進行中》

初秋の候　会員各位には益々ご精励のことお慶び申し上げます。

「すこやか神奈川フェスティバル」も回を重ね今年は酉湘地区が担

当することになりました。

私たち　西湘放射抜技師会も当然参加し私たちの職域を一般の人たち

にアピールする是も良い横・会とばかりに各担当実行委員が怒命に準

備に取り親んでおります。

付きましては以下の様なスケジュールと主旨に治って計画されて

おりますので会員各位の絶大なるご協力の程宜しくお願い致します。

【主旨】

「健康かながわ」の創造をめざし日常生活にスポーツやレクリェ

ーシヨンを取入れた　明るく禁しい健康、体力づく　りの実戦を、県民

総ぐるみの運動として推進していくためには民間活力を結集して投

合的に展開することが必要であると思われる。そこで健康、体力づ

くりに関係する行政機関を始め各専門団体および地域団体が幅広く

参画した一大イベントとして「すこやか　かながわ　フェスティバル」

を開催し、県民の健康意識の高揚に役立てることを目的とする。

【内容】

明るく楽しい健康、体力づくりの実戦、啓発、推進していくため
に必要なイベントや地域性を生かした特色ある催し物。

1．健康、体力づく　り運動推進のつどい　くシンポジウム）

2．スポーツ、レクリェーシヨン関係のイベント

3．健康、体力づくり関係事業（展示、相談、体験学習　等）

4．地域の伝統行事、お集りイベント、特産品の展示　紹介、他）

【期日、時間】

1．平成元年10月24日（火）

小田原市民会館　く大ホール）

10：00－15：00の予定

米オープニングセレモニー

米特別講演
父ヾノン丁だ～ブ’巾ム



2．平成元年10月29日（日〉

小田原城天守閣広場（お祭り広場）

城内スポーツレクリェーシヨン広場（イベント広場）

8：00－10：00　参加団体準備時間（実行委員集合）
10：00－16：00　イベント開催時間

注＞雨天中止　決定＝当日　AM　6：00

【予算】

総事業真　筆1800万　程度

以上
西湘放射線技師会　イベント参加内容

1・放射線医療の現状を装置、症例写真等のパネルで展示
2．放射線診療内容をV TRで留介

3．放射線検査に関する質問コーナー

4・パンフレット、小動物のⅩ線写真等の配布
5．写真クイズ（子供対象）

以上の通り計画されておりますが最終的な開催の可否はラジオで
放送きれます。

当日　RFラジオニッポンにてAM7：00の時報　20秒前より

＜当日の準備、後片付けにご協力ください＞

尚、当日イベント終了後に親睦会を予定しております　是非ご出序く
ださい。

期日　平成元年10月29日（日）

時間　17：30より

所　　幸　繁　（小田原　宮小指）

会費　7000円以下

ご出席される方は別紙申し込み用紙に記載の上、福利厚生理事まで
お届けください。

お問い合わせ　　奥村（西湘病院）

和田（山近病院）

35－5717

47－・7151



春の学術講演会を終えて

平成元年6月23日に県立上病院にて酉湘放射線技師会の講演会を行ないました。
当日の天候はあいにくの大雨でしたが出席者は技師が33名，業者が8名でした0
講師は上病院泌尿器科医長　申橋　溝先生による「泌尿器科領域のⅩ線撮影」は
ⅠVPから高度な検賓方法による豊富な症例を供覧しながらの分かりやすい内容で
あった。ⅠVPは一般病院の日常的な検査であるが，やはり専門分野の先生のお話
しを聞くと診断のポイントをどこに置いているのかが理解でき非常に参考になりま
した。その知識の読み重ねにより，診断情報の多い撮影につなげていくことが重要
と思えました。
第2部の東芝の技術本部　三浦　秀信先生による「インバータ技術による医用Ⅹ
線高電圧装置」の講義は近年著しい進歩が見られるⅩ線機器分野の一つであるが，
性能が良く小型化されることは，望ましいことである。なぜなら既存の部屋のスペ
ースに新しいⅩ線の積悪導入とか内視鏡や超音波の機器が入り，併用による枚査や
処置が今後さらに普及されてくると部屋はできるだけ広く活用したいと思われるか
らである。
また，マイクロコンピュータを制御回路に組込んで操作性の向上をはかられている
ことは多くの技師のニーズに応じることができる。
機器の進歩もさることながら我々技師も日々進歩していかなければと思いました。

追　記

次回の学術講演会の予定ですが，今年の秋は10月29日（日）に『すこやか西
湘フエステバ根の大行事があり，来春に変更させて頂きますのでご了承お願いし
ます。

地曳寺岡の幸反告

学術担当（高橋、高野）

福弄U厚生担当

去る8月20日（日）に、毎年恒例となりました地曳網を二宮海岸（川尻丸）にて行い

ました。当日は（快晴）十（微風）というベストコンディションの中、捻勢67名が参加

し、快い汗を流し、大漁の“しらす”に舌づつみをうち午後1時ごろ無事に終了すること

ができました。

今年は各講習会が8月の日曜日に多く、直前の日時変更等で参加出来ない方が多く盛り

上がりに欠けるのではないかと心配しておりましたが、参加者全員が頑張って盛り上げて

いただき幹事として無事大役を果たせホッとしています。今年参加できずに残念な思いを

された方、来年も地曳網を夏期レクリェーションに予定して串ります。楽しみにお待ちい

ただきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　以上。　く和田、奥村）



嵐　　V　2　をこの世で・　箇

（　出場選手大募集　）

第13回　体育祭　地区別対抗バレーボール（9人制）

期日　平成元年10月8日（日）am9：00一、一

場所　三菱電気鎌倉製作所（体育館）

参加チーム　（10チーム）　1チーム　20名編成

試合方式　リーグ戦

当地区は（西湘・伊勢原）合同チームで出場です。

参加料　500円（昼食代）家族の方も同額です。

チーム代表　千葉、新井（伊勢原協同HP）

当日は雨天にても実施いたします。

参加される方は地区委員千葉（℡34－3175内線422）迄

ケ　尚　当日はテニスコートも使用出来る予定です，ア

愈　　御協力お願しヽしヽた　します　　叡

地区委員会報告

Hl．9．8

県技師会事務所

1　日本放射線技術学会神奈川県代議員決定

山本洋一氏　高原斉氏　浅野宏氏　橋本光二氏　長谷川武氏　千葉長助

2　臨床実習指導者講習会

神奈川県　三重県で実施する。（日技誌）

3　県知事表彰

中富政夫氏　佐野常時氏　（横浜地区推薦）菊地高行氏（川崎地区推薦）

4　神奈川県人材確保対策　アンケート調査実施

5　技師会会費的大串48．8％（全国47．6％）会費を速やかに納入願います。

6　県技師会事姦長交代

新任者　大原さん（火～金）1時～6時　小菅さんご苦労さまでした0

7　　県技師会の健康保健フェステパルの取り組み方について

来年度より協賛参加の予定との事。

8　続一講習会日程変更に関して

当日出席出来なかった会員については何等かの考慮を考えるとのことです。

9　神奈川県人材確保対策（県技より　山本．氏家．栗由氏）

アンケート調査実施



方転設薪冒介

蔚望嬉慮記念健康医学センター

塵′∫

当センターは木犀木田北口から徒歩2分程の告庶記念会館の中に有ります・

医療技術の発臥診断芋の遽歩と同時にますます高齢化社会を迎える国民的要望から医療

も治虎から予防へと進んできております。そんな中で県民の誰もが気軽に陸成状態のチェ

ックを受けられる事を願って、長年に亘り食品卸問屋を中心に営む鯛煙草屋安兵衛グルー

プ（代表　告原　忠違）等により昭和62年10月財団法人として設立されました。

業務のあらまし　1、自動化詑合蛙診　　2、一般路離診断

3、位康相談　　　　　4、煙康教室

5、成人病精密検査及び経過観察

徒長自動化踵診施設として（社）日本病院会指定、健康保陸組合連合会指定を受けてお

り、又併設の誓庶記念診便所及び提携診原島関で保険診療も行っております。

X誼設・掛は一般、断層、マンモ、CR専用XTV装置2基、（3技影宣5管球〉などで

全面FCR処理を行っております．

暇員数は常勤医師2名、非常勤医師3名、放射隷技師・看護婦、亮剤師、検査技師、

栄養士、事捌職員等書芸員20名程で家族的に運営されております・

ちなみに9月より放射線技師欠員ですので研冨介下さい．

また厚木近くへ出向いた折りには立ち寄って下さい。
山田　孝
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診紋所交付　 持合ロビー

診洪宣　 内祝飽芸　 内視鏡ビデオ親告室　 薬局

蛙厨川謹教室　　 医局　　 理軍兵室　 な ど

6

F

　　　　　　　　　　　 l

ドック受付　 待合ロビー　 更衣室　 シャワー室

折…朱墨　 軍務宣　　 コンピューター室

測定枚査重　 心取回窒　 眼底眼圧室　 旺力室　 な ど

1
5 X 繰投影室 ∋宣　 ．F C R 処哩宗

婦人科挽丑室

臨躍枚査室　　採血室　　超音波室　など



入会闊

大蔵省印刷局小田原病院

小澤病院

小田原市立病院

県立足柄上病院

退会閻

小林病院
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県立足柄上病院

県立足柄上保障所

県立足柄上保鮭所

秦野赤十字病院
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平成元年9月現在　会員数

編集後言己

いつになく今年の夏はあわただしく過ごしてしまった会員も多かったのでは！

続一講習会、県講習会ともども初夏にスタート、毎回日曜日の早朝ニイニイ蝉の鳴き声を

背に横浜へ、鶴見へ、汗をふきふき通い始めて‥　　　、そしていつしかスズムシや

コオロギの鳴く夕暮れ時に帰宅する季節となってしまいました。

さて、息つく暇もなく10月には最大イベント、“すこやか西粥フェスティバル”

普段の我々の力を結集して、さらに役員以下全員がこれに参加して是非成功させよう。


